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胎児副腎に 対す る ACTH の control 　mechanism

に 関す る研究

一 特に estriol 代謝 へ の影響に つ い て 一

熊 本 大 学 医 学 部 産 科婦 人 科 学 教室 （主 任 ： 前 山 昌 男 教授）

宮川 　勇生 　　池 田　　功 　　前山　昌男

　　　　　　　　　緒　　言

　 胎盤性 estrogen の precursor産生に 胎児副腎 1ま

重要な役割を演 じ て い る が
， そ の 胎児副腎機能の

control 　 mechanism に関して は必 ず しも明 らか で

は な い ．

　 著者 らは ，す で に報告 した妊娠末期婦人 の 尿中

steroid 　hormone 排1惣 こ 対す る ACTH
，
　dexameth −

asone
，
　 metopirone の 影響 に つ い て の 研究成績お

よび正常妊娠 ， 無脳 児妊娠な らび に 合成 ACTH

を点滴静注 した正 常妊娠 の 分娩前後の 母体血 お よ

び 新生児臍帯血 ACTH 濃度 の動態よ り，　 ACT

H は 胎盤を通過 しえず ，胎児下垂体 ACTH は 母

体 の corticosteroids の 影響を うけて い る もの と考

え られ る．

　今回 は ，胎児副腎に対す る ACTH の contrel

mechanism を さ らに 解明す る 目的 で ，胎児下垂

体 ACTH と胎児胎盤 に お け る estrogen 生合成

の 動態に つ い て 検討し ， 特に estriol （E8）代謝に

興味ある知見を得た の で 報告す る．

　　　　　　 研究対象お よ び方法

　正常妊娠 11例，無脳児妊娠 3 例を対象 と し，正

常妊娠 4例 に は 合成 ACTH 　（Cortrosyn，　 Org−

anon 社）を生理食塩水 に とか し ， 約50μg！hour の

割含 で点滴静注を 行 い
， 分娩前 後の 母体血 お よび

新生 児臍帯血 よ り血 清を分離 ，

− 20℃ に 保存 し，

可及的すみ やか に測定 した．

　Es 測定法は estriol −6−BSA で得 られた 抗血清 に

よ る specific 　radioimmunoassay に よ つ た ．

　　　　　　　　　成　　績

　1． 分娩前後の 母体血 お よ び 膀帯血 EB 濃度．

図 1　 Plasma　 estriol 　 concentrations 　 in　induvidual

　　 subjects 　before
，
　 during　 and 　 after 　lab。 r

，
　 and

　 　 in　their　newbQr ロ infants　 at 　birth．
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　正 常妊娠 7例 の分娩前 2 時間30分か ら胎児娩出

直前 ま で の 母体血 E3 濃度は
，
9．72〜 230 ．04ng！ml

（14 ．61± 3．46，mean ±S・D ・）で
， 各症例 に つ

い て は 軽度 の 上 昇 patternが認め られ た ．ま た 分

娩後 2 時間値 は ，2 ．52ng！ml 以下 で あつ た ．

　臍帯血 EB濃度は ， 80．50〜175 ．・「 Ong！ml （142．39

± 32．41） で
， 母体1缸よ り明 ら か な 高値 （P ＜

・… 1） を示 ・ ・ 各症例の 一
鷺畿 蘯

一の ra …

の 平均値は ， 10 ．16± 3．25で あつ た （図 1 ）．

　2 ． 無脳 児妊娠 の E3 濃度．

　無脳 児妊娠 3 例 の 分娩前 55分か ら胎児娩出直前

ま で の母体血 E3 濃度は 0．93〜3．4gngfml （1．82±
1 ．11） で

， そ の うち 2 例 の 臍帯血 E3 濃度は ，

23．40ng！m1 ，
17 ．Oong ！ml で あつ た （図 2 ）．

　3． ACTH 投与時 の 母 体．血 お よ び 臍帯血 E3
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図 2　 Plasma 　estriol 　 concentrations 　in　3　 women

　　 with 　a 　Iive　anencephalic 　fetus　before
，
　during

　　 and 　 after 　 labor
，
　and 　in　their　 newborn 　anen −

　　 cephalic 　infants　at　birth．
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図 3　 Plasma　estrioI 　 concentrations 　 in　4　 w ⊂）men

　 　 receiving 　ACTH 　infusion　during　and 　 after

　 　 labor，　and 　in　their　newbom 　infants　at 　birth．
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濃度，

　正常妊娠 4 例に ACTH を点滴 静注 した場合 の

母 体血 Es 濃 度 は
，
　 ACTH 投与前 で ， 7．29〜

14．31ng！ml （10．82± 3．23），投与 に よ り い ずれ

の 症例 とも
一

時下降傾向 が 認め られ た が
， そ れ

ら の 平均値 は ユO．08± 2 ．29ng ！m1 と 統計学的 に

有意 の 差 で は なか つ た ． ま た ，臍帯血 E3 濃度

は
，　 57 ．24 〜 99．90ng！ml （77．99± 15．11）　と

母体血 よ り高値 （P ＜ 0．01） を示 し ， 各 症例 の

・
驃盈罟需 ・ ra ・… 平馳 ・ 7・67± ・・85で

あつ た （図 3 ）．

　　　　　　　 考案お よび結論

　妊娠末期婦人 に ACTH を投与 した場合 の AC

TH の 胎盤通過性 に つ い て の 研究や ，
　 estrogen 生

合成 に お よ ぼす影響を
， 血 中 hormone 動態か ら

検討 した 研究は きわ め て少な い．

　我 々 は ，母 体に 投与され た ACTH は 胎盤を通

過 しえない が ，胎児下 tt体ACTH の 分泌 に 影

響を与 える こ とを証明 し ， 胎児副腎を か い し て

estrogen 生合成に 何 らか の 変化を与 え る で あ ろ う

と推論 した ． こ こ で は ，殊 に E3 生合成 に お よぼ

す影響 を検討 し ，ACTH 濃度 と の 関係 よ り ，
つ

ぎの 結論を得た ．

　1． 正常妊娠 の 分娩経過中 の Es 濃度 に は 著明

な変化 は認め られな か つ た が ，い くらか の 上昇傾

向が うか がわれ た．また ，
ACTH を投 ケし た場

含は
， 統計学 E有意 の 差 は 認め られ な か つ た が ，

投与 前よ り
．．．−t

時 ド降 の 傾向が 認め られ た ．

　2 ． 止常妊娠 の 新生児膀帯1fiL　E
， 濃度 は ， 母体

血 Es 濃度 の 10．16倍を示 した ．これに 反 して
，

ACTH 投与時 の そ れ は 7．67倍で あ り ， 有意 に 低

値 で あつ た （P 〈0．01）．

　3 ． 無脳児妊娠 で は 母体血，勝帯血 ともに低値

を 示 し た ．

　・1．　 本｛1汗究 1ま　unconjugated 　estriol 　動態セこ つ L 丶

て の 成績て あ り，ACTH 投与に よる conjugated

estrioI や ， そ の 他 の estrogen 生合成に お よぼす

影響お よ び 相互 関係 に つ い て は
， さ らに 今後 の 研

究で あろ う．

　Es 抗1血漕 を 提供 さ れ た 帝国臓器 株式会社 に 感謝 し ま

す．
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